
一 般 質 問

佐
々
木（
隆
）

　
介
護
保
険
制
度
の
導
入

に
伴
い
、「
成
年
後
見
制

度
」
が
設
け
ら
れ
た
が
、

町
民
へ
の
周
知
や
活
用
状

況
は
。
ま
た
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
法
に
基
づ
く

町
計
画
の
策
定
状
況
は
。

町
長

　
福
祉
事
業
所
の
職
員
や

民
生
委
員
、
住
民
を
対
象

に
弁
護
士
に
よ
る
研
修
会

を
開
催
し
、
制
度
の
通
知

に
努
め
た
。
ま
た
、
利
用

支
援
と
し
て
低
所
得
者
も

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
審
判
申
し
立
て
費
用

や
成
年
後
見
人
等
の
報
酬

の
助
成
、
社
会
福
祉
士
に

よ
る
相
談
支
援
を
し
て
い

用
す
る
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制

度
」
を
令
和
３
年
度
に
創

設
し
た
。
調
査
研
究
を
行

い
取
り
組
ん
で
は
。

佐
々
木（
隆
）

　
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

員
の
費
用
負
担
や
指
導
者

の
確
保
、
ま
た
町
職
員
の

関
わ
り
な
ど
支
援
体
制

は
。
ま
た
「
と
べ
の
里
冒

険
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
も
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
職
員
体

制
は
強
化
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長

　
発
明
ク
ラ
ブ
は
定
員
20

人
で
、
年
会
費
は
３
０
０

０
円
で
あ
る
。
現
在
は
７

人
が
指
導
者
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
人

員
で
効
果
的
な
事
業
を
進

め
、
職
員
に
過
度
な
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
体
制

強
化
を
し
て
い
る
。

町
長
／
必
要
性
を
判
断

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　

 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
の

 
 

活
用
を

佐
々
木（
隆
）

　
総
務
省
で
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
は
別
に
、

地
域
や
行
政
、
民
間
の
橋

渡
し
の
で
き
る
人
材
を
任

青少年健全育成の
支援は

教育長／体制強化を図る

佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

雄
お

　議員

成年後見制度の利用促進は

町長／周知や普及に努める

る
。
平
成
30
年
に
は
35
人

が
利
用
し
て
い
る
。

佐
々
木（
隆
）

　
厚
労
省
が
、
２
０
２
２

年
か
ら
市
民
後
見
人
の
育

成
を
位
置
付
け
て
い
る

が
、
専
門
職
の
協
力
も
得

な
が
ら
体
制
を
整
備
し
、

市
民
後
見
人
を
育
成
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
作
成
し

て
い
る
の
か
。

介
護
福
祉
課
長

　

民
生
委
員
や
弁
護
士
、

住
民
等
を
巻
き
込
み
な
が

ら
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
人
材
の
育
成

も
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。

町
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

配
置
を
最
優
先
に
考
え
、

地
域
活
性
化
の
一
つ
で
あ

る
空
き
家
移
住
対
策
に
取

り
組
み
た
い
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
待

遇
改
善
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
協

力
隊
の
確
保
に
取
り
組

み
、
そ
の
上
で
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
必
要
性
を
判
断
し
た

い
。

とべ議会だより

令和４年８月１日発行
（4）



一 般 質 問

地震対策の取り組みは

町長／耐震対策の向上に努める

原
田

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

で
は
多
く
の
被
害
推
計
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害

発
生
時
に
避
難
所
と
な
る

公
共
施
設
や
住
宅
・
建
築

物
の
耐
震
化
の
現
状
は
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
重
要
な
水
道
施
設
、

水
道
管
の
耐
震
対
策
は
。

町
長

　
指
定
避
難
所
28
カ
所
の

う
ち
、
大
平
集
会
所
を
除

い
て
耐
震
化
が
完
了
し
て

い
る
。住
宅
に
つ
い
て
は
、

昭
和
55
年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
旧
耐
震
住
宅
数
か
ら

推
計
し
て
約
82
％
の
耐
震

化
率
と
な
っ
て
い
る
。
浄

水
場
や
配
水
池
な
ど
の
施

設
に
つ
い
て
、
全
34
施
設

の
う
ち
耐
震
適
合
施
設
が

18
施
設
。
水
道
管
は
総
延

長
約
１
６
５
㎞
の
う
ち
耐

震
適
合
管
路
は
約
28
㎞
。

基
幹
管
路
に
限
っ
て
は
、

総
延
長
34
㎞
の
う
ち
耐
震

適
合
管
路
が
14
㎞
で
あ

る
。
水
道
施
設
の
耐
震
化

計
画
を
策
定
し
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

原
はら

田
だ

　公
きみ

夫
お

　議員

原
田

　
各
区
で
防
災
活
動
に
あ

た
る
自
主
防
災
組
織
は
、

役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
相
ま
っ
て
、
活

動
の
先
細
り
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
は
、「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
の

３
つ
の
要
素
が
う
ま
く
機

能
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
自
主
防
災
組
織
の
活

動
状
況
及
び
地
域
防
災
力

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

町
長

　
自
主
防
災
組
織
が
実
施

す
る
訓
練
や
研
修
、
出
前

講
座
へ
の
職
員
派
遣
や
、

資
機
材
等
へ
の
補
助
金
助

成
に
加
え
、
防
災
士
の
養

成
で
は
令
和
３
年
度
末
で

１
８
７
人
と
な
り
、
す
べ

町
長
／
新
し
い
視
点
で
組
織
の
活
性
化
を

自
主
防
災
組
織
の
現
状
は

て
の
組
織
に
配
置
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
化
に
よ
る
助
け

合
い
機
能
の
低
下
な

ど
、
共
助
に
よ
る
災
害

対
応
は
一
層
難
し
い
状

況
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

組
織
の
活
性
化
の
た
め

に
は
新
た
な
視
点
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
具
体
的
に
は
、

女
性
防
災
士
の
養
成
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と

も
に
、
参
加
し
や
す
い

訓
練
の
実
施
や
組
織
活

動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な

ど
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
向
け
た
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

とべ議会だより
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防災講話（岩谷口） 起震車で地震の体験（砥部小校区）

『砥部町総合防災マップ』より



一 般 質 問

日
野

　
本
町
の
北
部

を
流
れ
る
砥
部

川
に
は
多
く
の

橋
が
か
か
っ
て

お
り
、
普
段
は

生
活
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
災
害

時
に
は
、
避
難

路
や
輸
送
路
と

し
て
の
役
割
を

担
う
こ
と
に
な

る
。
町
が
管
理

す
る
橋
梁
は
１

５
６
橋
あ
り
、
建
設
後
50

年
以
上
経
過
す
る
橋
は
20

年
後
に
は
１
１
０
橋
と
、

老
朽
化
が
急
速
に
進
む
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
橋

梁
の
耐
震
化
の
実
態
と
、

長
寿
命
化
の
方
向
性
は
。

町
長

　
大
規
模
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
上
の
橋
梁
に
つ

い
て
は
耐
震
化
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
本
町
管

理
の
橋
梁
に
つ
い
て
は
実

施
し
て
い
な
い
。
橋
梁
の

長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
修
繕
が
必
要
と
判

日
ひ

野
の

　惠
けい

司
じ

　議員

断
さ
れ
た
橋
梁
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
中
に
全

て
の
修
繕
が
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

日
野

　
我
々
は
生
活
道
路
と
し

て
日
常
的
に
橋
を
使
っ
て

い
る
が
、
そ
の
橋
が
地
震

災
害
時
に
通
行
可
能
な
の

か
ど
う
か
を
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
耐

震
診
断
を
ぜ
ひ
検
討
し
て

ほ
し
い
。

町
長
／
さ
ら
に
拡
充
を
し
て
い
く

災
害
時
に
お
け
る
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
福
祉
避
難
所
の
あ
り
方
は

日
野

　
災
害
発
生
時
に
は
、
要

配
慮
者
を
含
む
多
く
の
町

民
が
指
定
避
難
所
に
避
難

し
て
く
る
。
要
配
慮
者
に

つ
い
て
は
、
福
祉
避
難
所

へ
の
受
け
入
れ
対
象
者
で

あ
る
が
、
全
て
の
受
け
入

れ
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
現
在
あ
る
28
カ
所

の
指
定
避
難
所
以
外
に
、

福
祉
避
難
所
で
の
受
け
入

れ
に
は
至
ら
な
い
よ
う

な
、
要
配
慮
者
向
け
避
難

所
の
開
設
を
し
て
は
ど
う

か
。町

長

　
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
社
会
福
祉
施

設
の
５
施
設
を
指
定
し
、

４
４
２
人
の
収
容
を
確
保

し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

の
教
室
や
児
童
ク
ラ
ブ
等

を
要
配
慮
者
ス
ペ
ー
ス
と

橋梁の耐震化と長寿命化は

町長／耐震化は実施していない

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
態

勢
を
整
え
て
い
る
。
し
か

し
潜
在
的
な
要
配
慮
者
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
福
祉
避
難
所
を
拡

充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日
野

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
に
よ
り
、
指
定
避
難
所

か
ら
福
祉
避
難
所
の
移
動

で
は
な
く
、
自
宅
か
ら
直

接
福
祉
避
難
所
に
避
難
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

本
町
の
取
り
組
み
は
。

介
護
福
祉
課
長

　
個
別
に
避
難
行
動
要
支

援
計
画
を
整
理
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
将
来
的

に
そ
の
方
向
に
し
て
い
き

た
い
。

とべ議会だより

令和４年８月１日発行
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国により耐震化された橋（重信大橋）

★直接避難
　することも
　可能に！

受入態勢が
整い次第
移動



一 般 質 問

髙
橋

　
共
働
き
世
帯
は
年
々
増

加
し
、
働
き
方
も
多
様
化

し
て
い
る
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
児
童
の
健
全
育

成
や
親
の
就
労
支
援
の
観

点
か
ら
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
平
日
に
加

え
て
土
曜
日
の
開
設
は
、

本
町
を
除
く
中
予
圏
域
で

は
既
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
も
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
る
た
め
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

町
長

　
本
町
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
麻
生
小
に
３
カ

所
、
宮
内
小
に
３

カ
所
、
砥
部
小
に

２
カ
所
、
広
田
小

に
１
カ
所
、
計
９

カ
所
あ
り
、
夏
休

み
は
土
曜
日
も
開

設
し
て
い
る
。
今

年
度
は
「
第
２
期

砥
部
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
中
間
見

直
し
に
当
た
り
、

現
在
の
子
育
て
に

関
す
る
課
題
に
つ

い
て
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
。
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
日
開
設

に
つ
い
て
も
、
要
望
や

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
て
検
討

し
た
い
。

髙
橋

　
こ
れ
か
ら
利
用
す
る
幼

稚
園
、
保
育
所
、
未
就
学

児
の
保
護
者
も
ア
ン
ケ
ー

ト
の
対
象
に
し
、
職
員
の

配
置
に
も
配
慮
し
て
ほ
し

い
。町

長

　
早
急
に
検
討
す
る
。

町
長

　
昨
年
８
月
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
た
が
、
５
月
現
在
の
登

録
者
数
は
３
８
１
人
、
９

４
４
４
世
帯
に
対
す
る
普

及
率
は
４
％
で
あ
る
。
近

隣
市
町
で
運
用
さ
れ
て
い

る
シ
ス
テ
ム
は
通
報
機
能

に
特
化
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン

を
追
加
し
た
も
の
で
、
初

期
費
用
と
月
額
約
10
万
円

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

か
か
る
た
め
、
普
及
率
が

30
％
を
超
え
た
場
合
に
導

入
を
検
討
し
た
い
。

髙
橋

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
有
効
活
用

の
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
活
用
し
て
普
及
率

を
上
げ
て
ほ
し
い
が
、
具

体
的
な
取
り
組
み
は
？

企
画
政
策
課
長

　
職
員
、
関
係
者
を
通
し

て
登
録
し
て
も
ら
い
、
広

報
等
で
周
知
し
て
い
く
。

髙
橋

　
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
機
能

を
活
用
し
て
、
河
川
・
道

路
の
危
険
箇
所
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
不
具
合
な
ど
を

簡
単
に
通
報
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
。
担
当
課
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
届
き
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら

迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な

る
。
本
町
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
て
お
り
、
防
災
減
災
の

取
り
組
み
と
し
て
県
内
で

運
用
し
て
い
る
近
隣
市
町

を
参
考
に
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

髙
たか

橋
はし

　久
く

美
み

　議員

放課後児童クラブの土曜日開設を

町長／保護者アンケートを実施して検討

町
長
／
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
３
割
で

　
　
　

導
入
を
検
討

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

とべ議会だより

令和４年８月１日発行
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